映画による場所論 : 〈郊外的環境〉を捉えるために by 佐々木 友輔
    
 
 











学 位 の 種 類 博 士 （美 術） 
学 位 記 番 号 博  美  第  413 号 
学位授与年月日 平 成 25年 ３ 月 25日 
学位論文等題目 〈論文〉 映画による場所論－〈郊外的環境〉を捉えるために 
 〈作品〉 土瀝青 
論文等審査委員 
（主査） 東京芸術大学 教 授 （美術学部） 木 幡 和 枝 
（論文第１副査） 早 稲 田 大 学  〃 （教育・総合科学学術院） 若 林 幹 夫 
（作品第１副査） 東京造形大学 学 長  諏 訪 敦 彦 
（副査） 東京芸術大学 准教授 （美術学部） 鈴 木 理 策 
（ 〃 ） 丸田一事務所 代 表  丸 田   一 
（ 〃 ） 東京芸術大学 教 授 （美術学部） た ほ りつこ 























































































































    
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 論文題名「映画による場所論－〈郊外的環境〉を捉えるために」が如実に示すとおり、佐々木氏の
論文と作品には細部にわたるまで論文と作品の相互補完性が創造的に浸透している。その独創的な試み
とアプローチ、成果がまず、審査委員会全員の高い評価と期待を喚起している。 
 十代以来映画作家歴を着実に重ね、さらにここ数年来、映画の社会性への深い関心から、現代日本に
おいてますます重要性を増し、さらには市民生活と生活感覚に多大な影響を与えている「郊外」という
物理的、人間的現象に着目する中で、社会学、歴史及び社会科学全般への研鑽を重ねた成果が、今回の
作品と論文には明確に反映されている。 
 論文は、場所論、郊外論、風景論、映画論のそれぞれに関して革新的な知見を高い水準で提示し、学
問的にもすぐれた意義と結論に到達していると評価される。 
 作品は、「郊外」という場所の徹底した分析を映画／カメラという手段で捉え、創造的に見る者に提示
するという果敢な試みを貫きながらも、つねに冷静に論理的にその自らの方法論を精密に思考している。
その背景があってこそ、高い水準の映像作品が結実したと言える。 
 郊外を象徴する自転車などで移動し、従来はマイナス手法と決めつけられていた揺れる視像、「手ぶれ
画像」を有効に導入するなど、「郊外」のイメージを慎重に裏切りながら、再構成されたフィクションと
して構築された映像作品は、その周到性においても成熟していると評価される。長塚節の「土」をナレ
ーションに導入するなどの歴史的観点を含め、多面的な創造的工夫力と、確実な収斂度、さらには論文
との表裏一体性も合わせて、論文、作品ともに大きな独創性と確固たる方法意識を有すると見なされ、
博士学位に充分に相応するものと高く評価され、合格とされた。 
 
